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大会日程（予定）
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第1会場
特別会議場
（400席）

消化器分科会セミナー
　理事・
評議員会・
　総会

症例検討 運動器
分科会セミナー 内視鏡シンポジウム ランチョンセミナー 2-①

東芝医療用品㈱ 症例検討 パネルディスカッションⅤ

第2会場
1202

（200席）

卒後教育
セミナー1 症例検討 症例検討 呼吸器

分科会セミナー
特別セミナー 5

日本イーライリリー㈱
動物臨床医学会
企画実行委員会 症例検討 パネルディスカッションⅥ

ホワイエ 総合受付

11
F

第3会場
1101・1102
（140席）

産業動物医学フォーラム セミナー 産業動物医学フォーラム 市民公開シンポジウム 産業動物医学フォーラム

10
F

第4会場
1001

（200席）

イブニング
セミナー 1

イブニング
セミナー 6

卒後教育
セミナー 2 症例検討 特別セミナー 2

アイデックス  ラボラトリーズ㈱
イブニング
セミナー11

モーニング
セミナー①

卒後教育
セミナー11

特別セミナー 7
猫感染症
研究会

ランチョンセミナー 2-②
DSファーマ

アニマルヘルス㈱
症例検討 パネルディスカッションⅦ

第5会場
1002

（200席）

イブニング
セミナー 2

イブニング
セミナー 7 生殖器・繁殖分科会セミナー

ランチョンセミナー1-①
動物のいたみ

研究会
動物のいたみ研究会 イブニング

セミナー12 小動物臨床栄養学研究会
ランチョンセミナー 2-③

小動物臨床
栄養学研究会

小動物臨床栄養学研究会

第6会場
1003

（390席）

クリニカルシンポジウム
（内科）

市民公開
野生動物
フォーラム

症例検討 循環器
分科会セミナー

モーニング
セミナー②

クリニカルシンポジウム
（外科） 症例検討 パネルディスカッションⅧ

第7会場
1004

（100席）

卒後教育
セミナー 3 症例検討 ランチョンセミナー1-②

バイエル薬品㈱ 症例検討 腫瘍
分科会セミナー

イブニング
セミナー13

（スタッフ）
パネルディスカッションⅠ ランチョンセミナー 2-④

㈱アレクソン 症例検討 パネルディスカッションⅨ

第8会場
1005

（100席）

卒後教育
セミナー 4 症例検討 ランチョンセミナー1-③

酒井医療㈱
日本獣医内視鏡

外科研究会

特別セミナー 3
DSファーマ

アニマルヘルス㈱

内分泌・外分泌
分科会セミナー

卒後教育
セミナー12 症例検討 ランチョンセミナー 2-⑤

㈱キリカン洋行 症例検討 パネルディスカッションⅩ

第9会場
1006

（100席）

卒後教育
セミナー 5 症例検討 ランチョンセミナー1-④

シスメックス㈱ セミナー 経営セミナー 神経
分科会セミナー

エキゾチックペット
研究会セミナー

ランチョンセミナー 2-⑥
飛鳥メディカル㈱ 症例検討 パネルディスカッションⅪ

第10会場
1007

（100席）

卒後教育
セミナー 6 症例検討

ランチョンセミナー1-⑤
ベーリンガーインゲルハイム

ベトメディカジャパン㈱
症例検討 エキゾチックペット

分科会セミナー
卒後教育

セミナー13 症例検討
ランチョンセミナー 2-⑦

ノバルティス
アニマルヘルス㈱

症例検討 パネルディスカッションⅫ

第11会場
1008

（170席）

イブニング
セミナー 3

イブニング
セミナー 8 血液・免疫分科会セミナー ランチョンセミナー1-⑥

共立製薬㈱ 症例検討 眼科
分科会セミナー

イブニング
セミナー14 パネルディスカッションⅡ

ランチョンセミナー 2-⑧
日本ヒルズ・

コルゲート㈱
症例検討 パネルディスカッション�

第12会場
1009

（250席）

イブニング
セミナー 4

イブニング
セミナー 9

特別セミナー1
DSファーマアニマルヘルス㈱

特別セミナー４
東京医研㈱

イブニング
セミナー15

特別セミナー 6
ノバルティスアニマルヘルス㈱

ランチョンセミナー 2-⑨
ノバルティス

アニマルヘルス㈱
卒後教育セミナー17

第13会場
1010

（100席）

イブニング
セミナー 5

イブニング
セミナー10 耳鼻咽喉科分科会セミナー 症例検討 理学療法

分科会セミナー
イブニング
セミナー16 パネルディスカッションⅢ ランチョンセミナー 2-⑩

ファイザー㈱ 症例検討 パネルディスカッション�

8
F

第14会場
801・802

（100席）

卒後教育
セミナー7 症例検討 症例検討 皮膚

分科会セミナー
卒後教育

セミナー14 症例検討 症例検討 パネルディスカッション�

第15会場
803

（40席）
一般口演 症例検討 一般口演 一般口演 一般口演 一般口演

第16会場
804

（60席）

卒後教育
セミナー 8 症例検討 症例検討 腎泌尿器

分科会セミナー
卒後教育

セミナー15 症例検討 症例検討 特別セミナー８
千寿製薬㈱

第17会場
805

（60席）

卒後教育
セミナー 9 症例検討 症例検討 歯科

分科会セミナー
卒後教育

セミナー16 症例検討 症例検討 卒後教育
セミナー18

卒後教育
セミナー19

第18会場
806

（40席）
一般口演 症例検討 一般口演 一般口演 一般口演 症例検討

5
F

第19会場
メインホール
（1500席）

スタッフセミナー①
理学療法分科会

スタッフセミナー②
（動物のいたみ　
　　　研究会）

卒後教育
セミナー10

行動学
分科会セミナー

スタッフセミナー③
（小動物臨床　
  栄養学研究会）

スタッフ
セミナー④ スタッフセミナー⑤

日本動物看護
職協会理解度
チェックテスト

第20会場
小ホール
（260席）

スタッフ口頭発表 スタッフ
口頭発表

スタッフ
口頭発表 パネルディスカッションⅣ スタッフ

口頭発表 パネルディスカッションⅩⅥ

メイン
ホワイエ

企業展示／美術ギャラリー／ドリンクコーナー／クローク

3
F

イベント
ホール

企業展示／ドリンクコーナー／ポスターセッション
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 セミナー 11月19日㈯ 13：30 ～ 15：00

・貿易自由化と農林水産業の両立 谷津　義男（元農林水産大臣）

・Powerful Process for Growing the Practice
  「業務拡大に役立つ効果的な手法」 Henry K. Yoo

 イブニングセミナー1 11月18日㈮ 19：00 ～ 20：15

1. 神経分科会
　動画で見る神経疾患　パート 4　－脊髄症状－ 田村　慎司（たむら動物病院）

2. 循環器分科会
　やさしい心臓病講座　－心エコー検査－ 田口　大介（グリーン動物病院）

3. 耳鼻咽喉科分科会
　犬の外耳炎治療の実際 西藤　公司（東京農工大学）

4. 内分泌・外分泌分科会
　甲状腺、上皮小体の外科 伊藤　博（東京農工大学）

5. 運動器分科会　 協賛：㈱キリカン洋行

　もう１つの選択肢《インターロッキングネイル法》

　その適応と手技 遠藤　薫（遠藤犬猫病院） 

 イブニングセミナー2 11月18日㈮ 20：30 ～ 21：45

6. 消化器分科会
　肝臓の検査に関する素朴な疑問：

　これって常識？　非常識？ 大野　耕一（東京大学）

7. 眼科分科会
　さあ始めよう眼科診療 伊藤　典彦（横浜市立大学）

8. 理学療法分科会
　臨床医からみた「身近なリハビリテーション」 長坂　佳世（ゼファー動物病院）

プログラム
＊敬称略

市 民 公 開
●野生動物フォーラム　11月19日㈯ 13：30 ～ 15：00

【共催】野生動物救護獣医師協会（WRV）

野生鳥獣の保全医学
－感染症（高病原性鳥インフルエンザなど）－

 村田　浩一（日本大学・横浜動物園ズーラシア）

●シンポジウム　11月20日㈰ 8：45 ～ 11：15

東日本大震災による現況報告
 島村　麻子（アニコム ホールディングス㈱）

 佐藤　利弘（福島県酪農業協同組合）
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第1会場
特別会議場
（400席）

消化器分科会セミナー
　理事・
評議員会・
　総会

症例検討 運動器
分科会セミナー 内視鏡シンポジウム ランチョンセミナー 2-①

東芝医療用品㈱ 症例検討 パネルディスカッションⅤ

第2会場
1202

（200席）

卒後教育
セミナー1 症例検討 症例検討 呼吸器

分科会セミナー
特別セミナー 5

日本イーライリリー㈱
動物臨床医学会
企画実行委員会 症例検討 パネルディスカッションⅥ

ホワイエ 総合受付

11
F

第3会場
1101・1102
（140席）

産業動物医学フォーラム セミナー 産業動物医学フォーラム 市民公開シンポジウム 産業動物医学フォーラム

10
F

第4会場
1001

（200席）

イブニング
セミナー 1

イブニング
セミナー 6

卒後教育
セミナー 2 症例検討 特別セミナー 2

アイデックス  ラボラトリーズ㈱
イブニング
セミナー11

モーニング
セミナー①

卒後教育
セミナー11

特別セミナー 7
猫感染症
研究会

ランチョンセミナー 2-②
DSファーマ

アニマルヘルス㈱
症例検討 パネルディスカッションⅦ

第5会場
1002

（200席）

イブニング
セミナー 2

イブニング
セミナー 7 生殖器・繁殖分科会セミナー

ランチョンセミナー1-①
動物のいたみ

研究会
動物のいたみ研究会 イブニング

セミナー12 小動物臨床栄養学研究会
ランチョンセミナー 2-③

小動物臨床
栄養学研究会

小動物臨床栄養学研究会

第6会場
1003

（390席）

クリニカルシンポジウム
（内科）

市民公開
野生動物
フォーラム

症例検討 循環器
分科会セミナー

モーニング
セミナー②

クリニカルシンポジウム
（外科） 症例検討 パネルディスカッションⅧ

第7会場
1004

（100席）

卒後教育
セミナー 3 症例検討 ランチョンセミナー1-②

バイエル薬品㈱ 症例検討 腫瘍
分科会セミナー

イブニング
セミナー13

（スタッフ）
パネルディスカッションⅠ ランチョンセミナー 2-④

㈱アレクソン 症例検討 パネルディスカッションⅨ

第8会場
1005

（100席）

卒後教育
セミナー 4 症例検討 ランチョンセミナー1-③

酒井医療㈱
日本獣医内視鏡

外科研究会

特別セミナー 3
DSファーマ

アニマルヘルス㈱

内分泌・外分泌
分科会セミナー

卒後教育
セミナー12 症例検討 ランチョンセミナー 2-⑤

㈱キリカン洋行 症例検討 パネルディスカッションⅩ

第9会場
1006

（100席）

卒後教育
セミナー 5 症例検討 ランチョンセミナー1-④

シスメックス㈱ セミナー 経営セミナー 神経
分科会セミナー

エキゾチックペット
研究会セミナー

ランチョンセミナー 2-⑥
飛鳥メディカル㈱ 症例検討 パネルディスカッションⅪ

第10会場
1007

（100席）

卒後教育
セミナー 6 症例検討

ランチョンセミナー1-⑤
ベーリンガーインゲルハイム

ベトメディカジャパン㈱
症例検討 エキゾチックペット

分科会セミナー
卒後教育

セミナー13 症例検討
ランチョンセミナー 2-⑦

ノバルティス
アニマルヘルス㈱

症例検討 パネルディスカッションⅫ

第11会場
1008

（170席）

イブニング
セミナー 3

イブニング
セミナー 8 血液・免疫分科会セミナー ランチョンセミナー1-⑥

共立製薬㈱ 症例検討 眼科
分科会セミナー

イブニング
セミナー14 パネルディスカッションⅡ

ランチョンセミナー 2-⑧
日本ヒルズ・

コルゲート㈱
症例検討 パネルディスカッション�

第12会場
1009

（250席）

イブニング
セミナー 4

イブニング
セミナー 9

特別セミナー1
DSファーマアニマルヘルス㈱

特別セミナー４
東京医研㈱

イブニング
セミナー15

特別セミナー 6
ノバルティスアニマルヘルス㈱

ランチョンセミナー 2-⑨
ノバルティス

アニマルヘルス㈱
卒後教育セミナー17

第13会場
1010

（100席）

イブニング
セミナー 5

イブニング
セミナー10 耳鼻咽喉科分科会セミナー 症例検討 理学療法

分科会セミナー
イブニング
セミナー16 パネルディスカッションⅢ ランチョンセミナー 2-⑩

ファイザー㈱ 症例検討 パネルディスカッション�

8
F

第14会場
801・802

（100席）

卒後教育
セミナー7 症例検討 症例検討 皮膚

分科会セミナー
卒後教育

セミナー14 症例検討 症例検討 パネルディスカッション�

第15会場
803

（40席）
一般口演 症例検討 一般口演 一般口演 一般口演 一般口演

第16会場
804

（60席）

卒後教育
セミナー 8 症例検討 症例検討 腎泌尿器

分科会セミナー
卒後教育

セミナー15 症例検討 症例検討 特別セミナー８
千寿製薬㈱

第17会場
805

（60席）

卒後教育
セミナー 9 症例検討 症例検討 歯科

分科会セミナー
卒後教育

セミナー16 症例検討 症例検討 卒後教育
セミナー18

卒後教育
セミナー19

第18会場
806

（40席）
一般口演 症例検討 一般口演 一般口演 一般口演 症例検討

5
F

第19会場
メインホール
（1500席）

スタッフセミナー①
理学療法分科会

スタッフセミナー②
（動物のいたみ　
　　　研究会）

卒後教育
セミナー10

行動学
分科会セミナー

スタッフセミナー③
（小動物臨床　
  栄養学研究会）

スタッフ
セミナー④ スタッフセミナー⑤

日本動物看護
職協会理解度
チェックテスト

第20会場
小ホール
（260席）

スタッフ口頭発表 スタッフ
口頭発表

スタッフ
口頭発表 パネルディスカッションⅣ スタッフ

口頭発表 パネルディスカッションⅩⅥ

メイン
ホワイエ

企業展示／美術ギャラリー／ドリンクコーナー／クローク

3
F

イベント
ホール

企業展示／ドリンクコーナー／ポスターセッション
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 9. 血液・免疫分科会
　犬の血栓塞栓症と播種性血管内凝固（DIC）について 高橋　雅（東京大学）

10. 運動器分科会　 協賛：㈱キリカン洋行

　創外固定手術の基礎と実際 陰山　敏昭（名古屋動物整形外科病院）

 イブニングセミナー3 11月19日㈯ 18：45 ～ 20：15

11. 生殖器・繁殖分科会
　猫は、1 回の交尾で排卵および受胎が可能か？ 筒井　敏彦（AHBインターナショナル㈱）

12. 循環器分科会
　グレードアップ心臓病講座　－最近の心エコー検査－ 小山　秀一（日本獣医生命科学大学）

13. スタッフ（VT）分科会
　看護士ができる皮膚病や外耳炎の検査と診断法 串田　尚隆（串田動物病院）

14. 呼吸器分科会
　胸部疾患の CT 診断～胸部Ｘ線と比較して学ぶ胸部 CT 小野　晋（Sky Vets）

15. 皮膚分科会　 協賛：ノバルティスアニマルヘルス㈱

　猫のアレルギー性皮膚炎を再チェック！ 関口　麻衣子（帝京科学大学）

16. 腫瘍分科会
　猫の腫瘍 酒井　洋樹（岐阜大学）

 分科会セミナー 11月19日㈯・20日㈰

【19日㈯9：30～ 11：45】

S1：消化器分科会
　消化管の内科と外科：上級編

　　1. 専門医レベルの消化管の超音波検査のすべて 宮林　孝仁（iVEAT総合診断センター）

　　2. 胃腸管のバイパス手術の適応と現状 生川　幹洋（なるかわ動物病院）

S2：生殖器・繁殖分科会
　体表に発生する腫瘍の外科治療 信田　卓男（麻布大学）

S3：血液・免疫分科会　 共催：小動物臨床血液研究会

　顕微鏡ディスカッション

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 アドバイザー： 藤野　泰人（東京大学）
 辻本　元（東京大学）

 久末　正晴（麻布大学）

S4：耳鼻咽喉科分科会
　耳血腫の臨床とインターフェロン注入療法について 白永　伸行（シラナガ動物病院）

【19日㈯17：00～ 18：30】

S5：運動器分科会
　後肢の跛行診断 原　　康（日本獣医生命科学大学）

S6：呼吸器分科会
　呼吸尾崎塾　 呼吸を診る：呼吸のフィジカルアセスメント 尾崎　孝平（神戸百年記念病院）

S7：循環器分科会
　心臓バイオマーカーから心臓病を評価する 堀　泰智（北里大学）
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S8：腫瘍分科会
　悪性腫瘍の治療指針となる病理診断 金井　弥栄（独立行政法人国立がん研究センター研究所）

S9：内分泌・外分泌分科会
　内分泌疾患の画像診断 滝口　満喜（北海道大学）

S10：神経分科会
　日本国内のウエルシュコーギーに多発する疾患について

　－炎症性筋症・組織球性肉腫・変性性脊髄症－ 内田　和幸（東京大学）

S11：エキゾチックペット分科会
　エキゾチックペットのヘマトロジー 深瀬　徹（林屋生命科学研究所）

S12：眼科分科会　 共催：日本獣医臨床眼科研究会（JAVCO）

　犬と猫の神経眼科疾患 織間　博光（㈱キャミック）

S13：理学療法分科会
　ダックスとコーギー：一つの症状をあげて最適なリハビリを示す

　～二人のコラボレーションセミナー～ 佐野　忠士（日本大学）

 浅利　和人（帝京科学大学）

S14：皮膚分科会
　犬と猫の心因性皮膚疾患 永田　雅彦（ASC皮膚科）

S15：腎泌尿器分科会
　腎泌尿器の画像診断 前田　貞俊（岐阜大学）

S16：歯科分科会　 共催：日本小動物歯科研究会

　うさぎの歯の疾患について 加藤　郁（加藤どうぶつ病院）

S17：行動学分科会
　小型犬の問題行動の特徴と対処 内田　佳子（酪農学園大学）

 クリニカルシンポジウム 11月19日㈯・20日㈰

【内科】  11月19日㈯9：30～11：45　座長：武藤　眞（麻布大学）
　多飲・多尿を鑑別する－多飲・多尿を呈する疾患の病態・診断
　　1. 多飲・多尿の病態と中枢性尿崩症に伴う多飲・多尿 安田　準（岩手大学）

　　2. 内分泌疾患に伴う多飲・多尿 松木　直章（東京大学）

　　3. 高 Ca に伴う多飲・多尿 石田　卓夫（赤坂動物病院）

　　4. 腎疾患およびその他の腎性尿崩症に伴う多飲・多尿 佐藤　れえ子（岩手大学）

【外科】  11月20日㈰8：45～11：00　座長：髙島　一昭（（公財）動物臨床医学研究所）
　脳神経疾患、開頭術の適応とその方法
　　1. 手術適応とその病態 原　　康（日本獣医生命科学大学）

　　2. 開頭術 井尻　篤木（アツキ動物医療センター）

 パネルディスカッション 11月20日㈰

【20日㈰8：45～ 11：00】

Ｐｎ-Ⅰ　皮膚分科会　 協賛：ノバルティスアニマルヘルス㈱

　　　　座長：岩崎　利郎（東京農工大学）、安川　邦美（山陽動物医療センター）

　犬の食物アレルギー性皮膚炎を総まとめ
　　1. 犬の皮膚食物有害反応の臨床総論 西藤　公司（東京農工大学）

　　2. 食物アレルギー性皮膚炎の免疫学的側面と各種検査 前田　貞俊（岐阜大学）

　　3. 臨床現場における食物アレルギー性皮膚炎の診断・治療への取り組み 藤村　正人（ふじむら動物病院）
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Ｐｎ-Ⅱ　血液・免疫分科会　 協賛：シスメックス㈱ 　

　　　　座長：久末　正晴（麻布大学）、下田　哲也（山陽動物医療センター）

　輸血療法
　　1. 輸血療法の基礎知識
　　　～血液型・交差適合試験・ドナーの選択基準・採血・分離・保存～ 中村　遊香（共立製薬㈱）
　　2. 輸血療法の実際 藤野　泰人（東京大学）
　　3. 一般公募による献血プログラム運営の成功例
　　　輸血用血液が常時在庫される方法と効用 内田　恵子（苅谷動物病院　市川橋病院）

Ｐｎ-Ⅲ　内分泌・外分泌分科会　 協賛：㈱モノリス 　座長：滝口　満喜（北海道大学）、金澤  稔郎（緑ヶ丘動物病院）

　クッシング症候群におけるトリロスタンの使用法について
　　1. 検査と診断 西飯　直仁（鳥取大学）
　　2. 治療 松木　直章（東京大学）
　　3. 開業医の症例から 白永　伸行（シラナガ動物病院）

Ｐｎ-Ⅳ　理学療法分科会　座長：小林　孝之（アニマルクリニックこばやし）、山下　眞理子（学校法人シモゾノ学園）
　「リハビリ」へつなげるために各立場からの提案
　　1. リハビリへつなげる「正しい」診断
　　　（画像診断から遺伝子診断まで（特にコーギー）） 神志那　弘明（岐阜大学）
　　2. リハビリへつなげる「正しい」治療（神経系治療の立場） 柄本  浩一（えのもと動物病院）
　　3. リハビリへつなげる「正しい」治療（整形外科治療の立場） 種子島　貢司（マーレ動物クリニック）
　　4. リハビリへつなげる「新しい」未来 再生医療とリハビリテーション 中山　正成（中山獣医科病院）

【20日㈰15：15～ 17：30】　　　　　　　　

Ｐｎ-Ⅴ　消化器分科会　 協賛：㈱AVS (OLYMPUS) 　座長：船津　敏弘（ハーレー動物病院）、小出　和欣（小出動物病院）

　炎症性腸疾患（IBD）と消化器型リンパ腫の診断を極める　－臨床検査の進め方～遺伝子診断まで－
　　1. 臨床診断の進め方 大野　耕一（東京大学）
　　2. 内視鏡生検による炎症性腸疾患（IBD) と消化器型リンパ腫の病理診断法 内田　和幸（東京大学）
　　3. リンパ系腫瘍のクローン性解析の役割と現状 佐々木　悠（日本獣医生命科学大学）

Ｐｎ-Ⅵ　神経分科会　座長：渡辺　直之（渡辺動物病院）、宇根　智（ネオ・ベッツVRセンター）
　発作性疾患について考える
　　1. 心臓性 平川　篤（ペットクリニック　ハレルヤ）
　　2. 代謝性 松木　直章（東京大学）
　　3. 神経性の発作：てんかん発作　Epileptic Seizures 長谷川　大輔（日本獣医生命科学大学）
　　　　

Ｐｎ-Ⅶ　循環器分科会　座長：若尾　義人（ヤマザキ学園大学）、栗田　徹（天童動物病院）
　悩んでいませんか最近の循環器薬の使用法
　　1. スピロノラクトン 藤井　洋子（麻布大学）
　　2. べラストプロナトリウム 才田　祐人（（公財）動物臨床医学研究所）
　　3. アムロジピン、βブロッカー 福島　隆治（東京農工大学）

Ｐｎ-Ⅷ　運動器分科会　座長：原　　康（日本獣医生命科学大学）、千野　和彦（せんの動物病院）
　大腿骨頭切除術の実際と人工股関節置換術の基本
　　1. 大腿骨頭切除術の原理と内側からのアプローチ法 岸上　義弘（岸上獣医科病院）
　　2. 股関節外側アプローチ 川田　睦（ネオ・ベッツVRセンター）
　　3. 人工股関節全置換術の適応と基本手技 是枝　哲彰（藤井寺動物病院・動物人工関節センター）

Ｐｎ-Ⅸ　呼吸器分科会　座長：山谷　吉樹（日本大学）、城下　幸仁（相模が丘動物病院）
　アレルギー疾患としての猫喘息
　　1. 猫喘息のアレルギー疾患としての病態生理 山谷　吉樹（日本大学）
　　2. 猫喘息のアレルギー疾患としての診断法 千村　直輝（岐阜大学）
　　3. 猫喘息のアレルギー疾患としての治療法 前田　貞俊（岐阜大学）

Ｐｎ-Ⅹ　眼科分科会　 協賛：千寿製薬㈱・㈱メニワン 　座長：伊藤　典彦（横浜市立大学）、山形　静夫（山形動物病院）

　特定犬種によくみられる眼疾患の診断と治療
　　1. 特定犬種によくみられる前眼部の疾患 西　　賢（おんが動物病院）
　　2. 特定犬種によくみられる中間透光体の疾患 滝山　直昭（日本大学）
　　3. 特定犬種によくみられる眼底の疾患 前原　誠也（酪農学園大学）
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Ｐｎ-Ⅺ　歯科分科会　 協賛：マースジャパンリミテッド 　

　　　　　座長：本田　洋（本田動物病院）、武藤　具弘（武藤ペットクリニック）

　犬猫の歯周病に対する治療
　　1. 歯周病の治療の考え方と歯垢歯石除去 藤田　桂一（フジタ動物病院）

　　2. 抜歯・歯周外科治療 網本　昭輝（アミカペットクリニック）

　　3. EMD（エナメルマトリックスデリバティブ）を用いた犬の歯槽骨再生療法 幅田　功（センターヴィル動物病院）

Ｐｎ-Ⅻ　生殖器・繁殖分科会　座長：木下　久則（木下犬猫診療所）、糀場　仁（こうじば動物病院）
　潜在精巣の発生機序と腫瘍化ならびに臨床的対応
　　1. 犬の潜在精巣の発生状況と精巣の腫瘍化 筒井　敏彦（AHBインターナショナル㈱）
　　2. 腫瘍随伴症候群（エストロジェン中毒）の症例 佐藤　敏彦（さとう動物病院）

　　3. 潜在精巣の摘出 糀場　仁（こうじば動物病院）

　　　　

Ｐｎ-�　腫瘍分科会　 協賛：㈱エースインターナショナルジャパン 　

　　　　　座長：高良  広之（ア－ス動物病院）、アドバイザー：伊藤　博（東京農工大学）

　大腸から肛門周囲の腫瘍　－その診断と治療－
　　1. 大腸の腫瘍 川村　裕子（麻布大学）

　　2. 肛門周囲の腫瘍 児玉　和仁（児玉どうぶつ病院）

Ｐｎ-�　腎泌尿器分科会　 協賛：ノバルティスアニマルヘルス㈱ 　

　　　　　座長：佐藤  れえ子（岩手大学）、武井  好三（ノア動物病院）

　腎泌尿器疾患における尿検査の重要性について　－尿検査から腎泌尿器疾患を検討する－
　　1. 尿検査の意義と手法について 星　史雄（北里大学）

　　2. 腎疾患における尿検査所見について（臨床例を中心として） 桑原　康人（クワハラ動物病院）

　　3. 泌尿器疾患における尿検査所見について（臨床例を中心として） 竹中　雅彦（竹中動物病院）

Ｐｎ-�　エキゾチックペット分科会　座長：深瀬　徹（林屋生命科学研究所）、藤原　明（フジワラ動物病院）
　ウサギの腹部疾患を如何に解明するか
　　1. 当院での治療法 吉田　宗則（クウ動物病院）

　　2. 当院での診断および治療法 上田　謙吾（フォーゲル動物病院）

　　3. 当院での治療法 角田　睦子（かくだ動物病院）

Ｐｎ-ⅩⅥ　行動学分科会　座長：入交　眞巳（北里大学）、内田　恵子（苅谷動物病院　市川橋病院）
　ペットの問題行動への取り組み
　　1. 気質（性格）を理解して診察を開始する

　　　～患畜の気質および問題行動の把握に有用な C-barq 菊水　健史（麻布大学）

　　2. 問題行動カウンセリング質問用紙について 荒田　明香（東京大学）

　　3. 問題行動予防としてのパピークラス 福島　広子（埼玉動物医療センター）

 日本獣医内視鏡外科研究会 11月19日㈯ 13：30 ～ 15：00【共催】

ケーススタディから獣医内視鏡外科手術の未来を探る！

　－腹腔鏡下で行う避妊手術～副腎摘出術まで－ 江原　郁也
 （ルカ動物医療センター，日本獣医内視鏡外科研究会（JSVES)）

 経営セミナー 11月19日㈯ 15：15 ～ 16：45

ご夫婦で参加して欲しい病院マネジメントセミナー」

～犬山動物病院　太田先生ご夫妻に伺う、組織が大きくなる時、ここに注意！～
 太田　亟慈（犬山動物病院）

 太田　純子（犬山動物病院）

 氏政　雄揮（アームズ㈱）
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 内視鏡シンポジウム 11月20日㈰ 8：45 ～ 11：00【共催】日本小動物内視鏡推進連絡会

難治性慢性嘔吐をどう考えるか
　1. 消化管疾患の診断と治療 亘　敏広（日本大学）

　2. 肝臓・膵臓疾患の診断と治療 鳥巣　至道（宮崎大学）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 動物のいたみ研究会 【共催】

1）シンポジウム①　　11月19日㈯13：30～ 16：00

　犬の膝蓋骨内方脱臼の診断と治療
　　・犬の膝蓋骨内方脱臼の病態生理と診断 福井　翔（酪農学園大学）

　　・犬の膝蓋骨内方脱臼の治療 瀬野　貴弘（西岡ペットクリニック）

　　・犬の膝蓋骨内方脱臼整復術の周術期の疼痛管理と理学療法 枝村　一弥（日本大学、動物のいたみ研究会WG）

2）シンポジウム②　　11月19日㈯16：15～ 18：30

　犬の胆嚢粘液嚢腫
　　・犬の胆嚢粘液嚢腫の病態生理と診断 大崎　智弘（鳥取大学）

　　・犬の胆嚢粘液嚢腫の治療 高木　哲（北海道大学）

　　・犬の胆嚢粘液嚢腫患者の周術期疼痛管理 今井　彩子（日本小動物医療センター、動物のいたみ研究会WG）

3）卒後教育セミナー　　11月20日㈰13：30～ 16：15　 協力：ノバルティスアニマルヘルス㈱

　猫の疼痛管理～海外最新情報 B. Duncan X. Lascelles 
 　（North Carolina State University）

4）病院スタッフセミナー②　　11月19日㈯10：45～ 11：45
　動物看護士さんのためのプレイズタッチ 山田　りこ（RICO’Sケーナインマッサージスクール）

5）ランチョンセミナー　　11月19日㈯12：15～ 13：15
　動物の周術期における疼痛管理指針 山下　和人（酪農学園大学・動物のいたみ研究会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小動物臨床栄養学研究会 【共催】

1）教育セミナー　　11月20日㈰8：45～ 11：00　 協力：日本ヒルズ・コルゲート㈱

　食物アレルギー患者のための正しい食事選択 ニック・ケイヴ（マッセイ大学）

2）シンポジウム　　11月20日㈰13：30～ 17：30
　　「胆癌動物に対する栄養管理の重要性」担癌動物の病態とその栄養評価
　　　　1. 胆癌動物における病態と栄養管理法　－REVIEW－ 小林　哲也（日本小動物がんセンター）

　　　　2. 悪性腫瘍に罹患した犬猫における胃瘻チューブ設置後の合併症 中野　優子（日本小動物がんセンター）

　　　　3. 栄養管理の実際 亘　敏広（日本大学）

　　　　4. 開業現場での栄養管理の実際　経腸栄養法の重要性 古橋　秀成（ふるはし動物病院）

3）卒後教育セミナー　　11月19日㈯9：30～ 10：30
　慢性腎不全における栄養管理の重要性 桑原　康人（クワハラ動物病院）

4）動物病院スタッフセミナー③　　11月20日㈰8：45～ 9：45　 協力：ロイヤルカナン　ジャポン

　ライフステージに合わせた動物の運動療法 佐野　忠士（日本大学 )

5）ランチョンセミナー　　11月20日㈰11：45～ 12：45
　　司会：本好　茂一（日本獣医生命科学大学名誉教授）

　皮膚からみた栄養学 
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 エキゾチックペット研究会 11月20日㈰ 8：45 ～ 11：00【共催】

カメの臨床　～種類・生態・飼育・疾病・検査・治療～ 霍野　晋吉（Exotic Pet Clinic・日本獣医生命科学大学）

 モーニングセミナー 11月20日㈰ 7：00 ～ 8：30

①ヒトと動物の共生　－目指せ真の成熟社会－ 山根　義久（（公財）動物臨床医学研究所）

②犬の胆嚢疾患　－胆嚢炎と胆嚢粘液嚢腫を中心に－ 宇野　雄博（宇野動物病院）

 卒後教育セミナー 11月19日㈯・20日㈰　（順不同）

【19日㈯ 9：30 ～ 10：30】
・成功しない腫瘍外科とは？ 廉澤　剛（酪農学園大学）

・慢性腎不全における栄養管理の重要性 桑原　康人（クワハラ動物病院）

・予後判定と治療方針を大きく左右する腹膜腔の画像診断 小野　晋（Sky Vets）
　－腹膜炎・腹水・腹膜腫瘍（癌性腹膜炎）－

・脊椎外科 原　　康（日本獣医生命科学大学）

・失敗しない抜歯法 藤田　桂一（フジタ動物病院）

・猫のかゆい皮膚病：犬とは異なるアプローチ 西藤　公司（東京農工大学）

・入門・眼科診療　角膜の病気 伊藤　典彦（横浜市立大学）

・放射線障害の病理 - 病態生理・病理発生のわかりやすい解説 - 島田　章則（鳥取大学）

・猫の心筋症の診断と治療 髙島　一昭（（公財）動物臨床医学研究所）

【19 日㈯ 15：15 ～ 16：15】
・動物病院で取り入れるリハビリテーションの実践 山田　りこ（RICO'Sケーナインマッサージスクール）

【20 日㈰ 8：45 ～ 9：45】
・専門医が使う腹部レントゲン診断のアプローチ法 宮林　孝仁（iVEAT総合診断センター）
・どこまで薬でどこから手術？あなたもわかる関節の病気 奥村　正裕（北海道大学）

・ウェルシュ・コーギーの脊髄疾患 諸角　元二（とがさき動物病院）

　－先生、この子手術したら歩けるようになりますか？－

・薬物治療の有効な問題行動の特徴と対処 入交　眞巳（北里大学）

・臨床でよく遭遇する危険な不整脈 福島　隆治（東京農工大学）

・WHO 分類・第５の心筋症 " 不整脈源性右室心筋症 " ってどんな病気？ 町田　登（東京農工大学）

【20 日㈰ 13：30 ～ 16：15】
・猫の疼痛管理～海外最新情報 B. Duncan X. Lascelles 
 　（North Carolina State University）

【20 日㈰ 15：15 ～ 16：15】
・心疾患患者におけるいろいろな血圧評価法（～正しく病態を理解するために～） 田中　綾（東京農工大学）

【20 日㈰ 16：30 ～ 17：30】

・病態に基づいた循環器薬の使い方 山根　剛（（公財）動物臨床医学研究所）

 産業動物医学フォーラム 11月19日㈯・20日㈰

19日㈯　9：30～ 18：00
　■ 9：30 ～ 10：15
　一般発表

　■ 10：15 ～ 11：15 
　海外報告（牛病学会、LAVA-net Seminaor 留学報告）
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　■ 11：15 ～ 12：00 
　口蹄疫、その後 辻　厚史（宮崎県農業共済組合連合会）

　■ 12：00 ～ 13：00
　ランチョンセミナー（予定）

　■ 13：30 ～ 15：00
　セミナー
　　貿易自由化と農林水産業の両立 谷津　義男 （元農林水産大臣）
　
　■ 15：45 ～ 16：00
　一般発表公表

　■ 16：00 ～ 18：00
　家畜臨床感染症研究会

20日㈰　8：45 ～ 17：30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　■ 8：45 ～ 11：15
　【市民公開】シンポジウム
　　東日本大震災による現況報告 島村　麻子（アニコムホールディングス㈱）
 佐藤　利弘（福島県酪農業協同組合）

　■ 11：45 ～ 12：45 
　ランチョンセミナー（予定）

　■ 13：15 ～ 14：15 
　繁殖画像研究会

　■ 15：00 ～ 16：00
　大動物画像

　■ 16：00 ～ 17：30
　・HACCP 講演
　・NDK実技

 スタッフセミナー 11月19日㈯・20日㈰

19日㈯

　■ 9：30 ～ 10：30
　スタッフセミナー①　（理学療法分科会）
　　リハビリテーションをするために絶対知っておかねばならないことって、何？！
 山下　眞理子（シモゾノ学園）

　■ 10：45 ～ 11：45
　スタッフセミナー②　（動物のいたみ研究会）
　　動物看護士さんのためのプレイズタッチ 山田　りこ（RICO’Sケーナインマッサージスクール）

　■ 18：45 ～ 20：15
　イブニングセミナー
　　看護士ができる皮膚病や外耳炎の検査と診断法 串田　尚隆（串田動物病院）

20日㈰

　■ 8：45 ～ 9：45
　スタッフセミナー③（小動物臨床栄養学研究会）　 協力：ロイヤルカナンジャポン

　　ライフステージに合わせた動物の運動療法 佐野　忠士（日本大学）
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　■ 10：00 ～ 11：00
　スタッフセミナー④
　　動物に関わる仕事をする人にとっての産業衛生の概念 岩永　資隆（京都大学）

　■ 13：30 ～ 16：15
　スタッフセミナー⑤
　　パネルディスカッション
　　 「看護記録をつけよう！　標準看護記録ガイドラインを考える」
　　　・動物看護記録の必要性と当センターにおける現状 富永　良子（ネオ・ベッツVRセンター）
　　　・口腔外科における看護と看護記録 藤田　理恵子（フジタ動物病院）　

　　　・周術期看護記録について考える 秋吉　秀保（大阪府立大学）

　　　 左向　敏紀（日本獣医生命科学大学）　

　　　 甲斐　勝行（かい動物病院）

　

　■ 16：30 ～ 17：30
　理解度チェックテスト 日本動物看護職協会

口頭発表　　11月19日㈯、11月20日㈰

 ランチョンセミナー1 11月19日㈯ 12：15 ～ 13：15

2. いまさら聞けない ｢スキンケアの基礎｣
　　　　　　　関口　麻衣子（帝京科学大学）

定員：80 名　協賛：バイエル薬品㈱

1. 動物の周術期における疼痛管理指針
　　　　　　　山下　和人（酪農学園大学）

定員：100 名　協賛：動物のいたみ研究会

3. 体重免荷起立歩行装置を使ったリハビリ
テーションの取組

　　　　　　　座長：浅利　和人（帝京科学大学）

　　　　　　　岩松　正一（千里桃山台動物病院）

定員：80 名　協賛：酒井医療㈱

5. 猫だけの「世界」をみてみよう！
　　　　服部　幸（猫の病院　SyuSyu CAT Clinic）

定員：80 名

協賛：ベーリンガーインゲルハイムベトメディカジャパン㈱

6. 一般臨床家におけるサイトカイン療法
　　～インターフェロン療法を中心に～
　　　　　　　下田　哲也（山陽動物医療センター）

定員：150 名　協賛：共立製薬㈱

4. 末梢血液検査データの解釈
　　　　　　　座長：久末　正晴（麻布大学）

　　　　　　　根尾　櫻子（麻布大学）

定員：80 名　協賛：シスメックス㈱

 ランチョンセミナー2 11月20日㈰ 11：45 ～ 12：45

1. 臨床 X 線フィルムの読影 , 診断について
　　－フィルムリーディング－
　　　　　　　菅沼　常徳（麻布大学）

定員：200 名　協賛：東芝医療用品㈱

2. 健康検査（生化学検査）の検証
　～犬　110,000 検体の検査結果は何を語るか～
　　　　　　　長尾　浩（マルピー・ライフテック㈱）

定員：100 名　協賛：DS ファーマアニマルヘルス㈱

3. 皮膚からみた栄養学

定員：100 名　協賛：小動物臨床栄養学研究会

4. 温熱による腫瘍治療と適応症例の選別
　　　　　　　古川　敬之（あいち犬猫医療センター）

定員：80 名　協賛：㈱アレクソン
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7. 動物病院で予防できるペットの人獣共通
感染症

　　　　　　丸山　総一（日本大学）

定員：80 名　協賛：ノバルティスアニマルヘルス㈱

8. 骨関節炎の痛みの管理
　　　　　　佐野　忠士（日本大学）　　　　　

定員：80 名　協賛：日本ヒルズ・コルゲート㈱

9. 新しい NSAIDs オンシオール ®発売記念講演：
製品特長と Dr. Lascelles による症例検討

　　Kelly Doucette（Novartis Animal Health Inc.）

　　B. Duncan X. Lascelles（North Carolina State University）

定員：200 名　協賛：ノバルティスアニマルヘルス㈱

10. 1. 新しい犬用制吐としてのマロピタン
　　 トの作用機序について
　  2. セレニアを使った症例紹介
　　　　　　浅井　史敏（麻布大学）

定員：80 名　協賛：ファイザー㈱

2. 【19日㈯ 15：15 ～ 18：30】

症例から学ぶ CBC の評価

　セッション 1.　白血球系データの評価法：白血球分画の実数値をどう読むのか　

　セッション 2.　貧血の鑑別診断：網赤血球の実数評価から始まる貧血へのアプローチ
 石田　卓夫（赤坂動物病院） 　　　

協賛：アイデックス  ラボラトリーズ㈱

3. 【19日㈯ 15：15 ～ 16：15】
グラム染色から考える古くて新しい抗生剤の考え方
 鳥巣　至道（宮崎大学） 　　　

協賛：DS ファーマアニマルヘルス㈱

4. 【19日㈯ 15：15 ～ 18：30】
小動物腫瘍に対する光線温熱療法の臨床応用　－第 3 回光線温熱療法研究会－

 岡本　芳晴（鳥取大学） 　　　

協賛：東京医研㈱

5. 【20日㈰ 8：45 ～ 11：00】
コンフォティス ®錠　ノミの薬？皮膚科の薬？
 永田　雅彦（ASC皮膚科） 　　　

協賛：日本イーライリリー㈱

 特別セミナー 11月19日㈯・20日㈰

1. 【19日㈯ 10：00 ～ 11：45】
最近よく診る消化器疾患の傾向と対策　～確実な診断と治療を行うには～
 滝口　満喜（北海道大学） 　　　

協賛：DS ファーマアニマルヘルス㈱

5. すべらないシャンプー療法
　　　　　　横井　慎一（泉南動物病院）

定員：80 名　協賛：㈱キリカン洋行

6. 胸腰椎椎間板ヘルニアに対するレーザー
治療（PLDD) と予防

　　　　　　戸次　辰郎（ネオ・ベッツVRセンター）

　　　　　　金井　詠一（狩野動物病院・麻布大学）

定員：80 名　協賛：飛鳥メディカル㈱
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6. 【20日㈰ 8：45 ～ 11：00】
犬及び猫の変形性関節症（DJD）における疼痛管理の最新治療指針
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B. Duncan X. Lascelles（North Carolina State University）　

協賛：ノバルティスアニマルヘルス㈱

7. 【20日㈰ 10：00 ～ 11：00】
猫感染症研究会
　　猫の消化器疾患：最近のトピックス 座長：長谷川　篤彦（東京大学名誉教授）

 大野　耕一（東京大学）　　　

協賛：メリアル・ジャパン㈱

8. 【20日㈰ 15：15 ～ 17：30】
犬猫の眼の検査 利田　堯史（利田動物病院） 　　　

協賛：千寿製薬㈱

 一般口演 11月19日㈯・20日㈰ （順不同）
＊タイトルは変更となる場合
　がありますご了承下さい。

・シンバイオティクスの投与が犬の糞便菌叢および便臭に及ぼす影響 中島　のぞみ（岐阜大学）

・飼育犬のクリプトスポリジウム感染状況 伊藤　直之（北里大学）

・保険金支払いデータを基にした犬と猫の疾患の記述統計的分析 井上　舞（アニコム ホールディングス㈱）
・生化学測定値の共有化に関する検討　－収束度の低い項目についての考察－ 石岡　克己（日本獣医生命科学大学）
・３D-CTA における犬の脳血管造影方法 柴　美穂路（酪農学園大学）

・イヌのリンパ腫における癌原遺伝子 c-myc の発現解析と臨床的意義の検討 金子　堅太郎（東京大学）
・ポリエン系抗生物質アムホテリシン B のイヌバベシア症治療薬としての

　応用に関する研究 山崎　真大（北海道大学）

・犬の組織球性肉腫 51 例における回顧的研究 山下　傑夫（日本動物高度医療センター）

・GM1 ガングリオシドーシスを発症した柴犬とその血統の犬における

　本症遺伝子の検索 黒島　稔也（林屋動物診療室　総合医療センター）

・災害時におけるどうぶつ医療ニーズ 島村　麻子（アニコムホールディングス㈱）

・犬の橈尺骨骨折 陰山　敏昭（名古屋動物整形外科病院）

・犬猫の尿管閉塞に対する尿管ステントの有用性に関する検討 小山田　和央（松原動物病院）

・犬の甲状腺癌の CT 所見と肺転移と相関する CT 画像所見の解析 戸島　篤史（日本小動物医療センター）

・仔犬の健康チェックについて 須田　沖夫（須田動物病院）

・慢性消化器症状を呈し内視鏡検査を行った 36 症例のイヌの予後について 牛草　貴博（関内どうぶつクリニック）

・エンドレーザーを用いた緑内障の外科的治療 山下　真（ファーブル動物病院眼科）

・動物の恐怖や不安を制限するための動物病院環境の検討 吉川　綾（はっぴぃているず）

・猫におけるクラリスロマイシンのシクロスポリンの薬物動態および投与量に対する影響 片山　泰章（岩手大学）
・小型犬における下垂体性副腎皮質機能亢進症の超音波診断基準 松山　新（北海道大学）

・米糠発酵素材を含む犬用サプリメントのアンケートモニター調査 橋爪　千恵　（㈱Treats）
・Dexamethasone, Melphalan, Actinomycin D, Cytosine Arabinoside （DMAC）

　プロトコールの安全性と今後の改善点の検討 小嶋　富貴子（日本小動物医科学研究所）

・犬の肝臓腫瘤診断におけるソナゾイド造影超音波検査～ 4 年間の検討～ 中村　健介（北海道大学）
・2Dスペックルトラッキング法を用いた犬における左心房機能評価法の検討 大石　隆光（ダクタリ動物病院関西医療センター）
・独自測定系を用いたイヌ血中ホルモンレベルの多角的解析 星　史雄（北里大学）

・Mycobacterium marinum によるオキゴンドウ Pseudorca crassidens
　の播種性抗酸菌症 柳澤　牧央（㈶海洋博覧会記念公園管理財団）

・BCG 法による犬および猫の血清アルブミン測定値に関する検討 早川　典之（日本獣医生命科学大学）

・獣医療裁判 III　判例に見る獣医師の説明義務の範囲について

　獣医師の視点より 佐藤　隆（さとう動物病院）　

・ウサギの骨折 160 症例の発生状況と治療に関する検討 佐々井　浩志（北須磨動物病院）

・外科療法を施した肝外性門脈体循環シャント罹患犬 46 例の臨床と病理 北見　友香里（東京農工大学）
・ハイブリッド SPECT-CT による獣医核医学診断の実践に関する考察 柿崎　竹彦（北里大学）



14　　●プログラム●　第32回動物臨床医学会年次大会

　　
　

・犬の皮膚型リンパ腫の臨床研究 今井　理衣（麻布大学）

・犬の脊髄軟化症 寺本　健太郎（名古屋動物整形外科病院）

・急性脊髄損傷における MRI 画像上の変化と血清マーカーの利用に関する検討 真下　忠久（舞鶴動物医療センター）
・犬と猫に寄生するノミに対するフィプロニルの滴下投与用液剤の駆除効果　

　－(S)- メトプレン配合の有用性に関する検討－ 深瀬　徹（林屋生命科学研究所）

・橈骨尺骨骨折癒合不全に対する内固定法の考察 樋口　雅仁（動物整形外科病院）

・尿中ジアセチルスペルミンのイヌにおける汎腫瘍マーカーとしての有用性 星野　有希（北海道大学）

 症例検討 11月19日㈯・20日㈰ （順不同）
＊タイトルは変更となる場合
　がありますご了承下さい。

運動器
・ダブルプレート法にて整復した粉砕骨折の猫の 2 例 岡村　優（ACプラザ苅谷動物病院明治通り病院）
・小型犬橈尺骨骨折に対するスプリントプレート法の検討 橘　礼欧奈（ネオ・ベッツVRセンター）
・両膝関節に離断性骨軟骨症様の関節鼠がみられた猫の 1 例 江畑　健二（アイビー動物クリニック）

・先天性肩関節脱臼に対し創外固定法を実施したトイ・プードルの 2 例 米地　謙介（アサヒペットクリニック）

・大腿骨頭骨端軟骨・骨頚部骨折の犬・猫の 6 症例　 櫻田　晃（さくらだ動物病院）

・交通事故後に血栓塞栓症を発症した猫の 1 例 原崎　裕介（舞鶴動物医療センター）

・両側股異形成に対して転子間骨切り術を適応したセントバーナードの 2 治験例 樋口　雅仁（動物整形外科病院）

血液・免疫
・摘脾を行った非再生性免疫介在性貧血の犬の 5 例 酒井　秀夫（諫早ペットクリニック）

・特発性免疫介在性溶血性貧血の犬 35 例 入屋　咲葉子（Pet Clinic アニホス）
・流涎を主訴とした Spekled 型抗核抗体陽性の犬の 1 例 松川　拓哉（まつかわ動物病院）

・スコテッシュ・ホールドの雌猫における血友病 B の凝固因子活性定量

　検査と臨床経過について 藤村　正人（ふじむら動物病院）

・犬のリンパ系腫瘍における転写因子 NF-κB の活性化解析 小島　高（東京大学）

・タマネギ中毒の犬の 1 例 横田　和彰（林屋動物診療室 /洛西）
・原因不明のモノクローナルガンモパシーが認められた犬の 1 例 船橋　めぐみ（すざき動物病院）

・免疫介在性溶血性貧血を併発した B 細胞性慢性リンパ性白血病の犬の 1 例 高橋　義明（ペットクリニック　ハレルヤ　平和本部）
・難治性の犬の免疫介在性血小板減少症の 1 例 赤塚　正明（赤塚ペットクリニック）

・膜性腎症に併発した大動脈血栓症の犬の 1 例 和田　遥（かものはし動物病院）

・アムホテリシン B にて治療した難治性犬バベシア症の 1 例 神原　有紀子（神原獣医科病院）

・慢性骨髄性白血病と診断しイマチニブを使用した猫の 1 例 串間　清隆（晴峰動物病院）

・無顆粒球症の猫の 1 例 長谷　晃輔（おざわ動物病院）

・異なる治療を行った ALL の犬の 2 症例 本田　真理（リバティ神戸動物病院）

・急性単球性白血病が疑われた猫の 1 例 佐川　涼子（（公財）動物臨床医学研究所）

・後肢麻痺がみられた免疫介在性血小板減少症の犬の 1 例 塚田　悠貴（（公財）動物臨床医学研究所）

・骨髄壊死による汎血球減少症が疑われた犬の 1 例 小路　祐樹（山陽動物医療センター）

・免疫介在性好中球減少症と免疫介在性血小板減少症が併発した犬の 1 例 長屋　有祐（山陽動物医療センター）

・難治性の犬の免疫介在性血小板減少症の 1 例 小島　千恵子（麻布大学）

・フローサイトメトリー法による自動血球測定装置 (Pro Cyte Dx) の犬に

　おける臨床的有用性の検討 佐々木　曜子（東京大学）

・貧血の治療中に肺高血圧症を呈した猫の 1 例 藤原　あずさ（（公財）動物臨床医学研究所）

呼吸器
・気管支鏡にて診断・治療した猫の気管内異物の 1 例 城下　幸仁（相模が丘動物病院）

・ラッププロテクター使用による小切開披裂軟骨側方化術を行った喉頭麻痺の犬の 1 例 能美　君人（動物メデイカルセンター整形外科病院）

・心嚢水貯留を合併した猫の腹膜心膜横隔膜へルニアの 1 例 矢部　摩耶（小出動物病院）

・顔面変形を呈した化膿性肉芽腫性鼻炎の猫の 1 例 中西　中（舞鶴動物医療センター）

行動学
・攻撃行動を伴う犬に対する犬歯切除による犬と飼い主の行動変容の事例検討 仁木　恵美（おざき動物病院）
・様々な不安障害を呈していた犬・猫にジルケーン（アルファー S1　
　トリプシン　カゼイン）を使用した 20 頭のまとめ 前田　紀子（ハーレー 動物病院）
・動物病院で行う　パピークラスの効果について 岡澤　悦子（もみの木動物病院）

・犬の問題行動における自閉的傾向との関係 小田　健郎（札幌動物行動クリニック）

・C-barq 行動解析に対する簡易コメントの作成 小澤　真希子（ACプラザ苅谷動物病院）
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腫瘍
・肝転移を伴なった猫の回腸腺癌の 1 例 辻　　誠（いしづか動物病院）

・部分切除および内科療法によりQOL が改善できたインスリノーマの犬の1 例 前田　克志（みやした動物病院）

・自壊した乳癌の出血・浸出液コントロールに Mohs ペーストが有効であった犬の 1 例 山田　雅人（北名古屋どうぶつ病院）

・髄様癌と診断された犬の 1 例 吉田　紘子（光 が丘動物病院）
・膣ポリープによって排便困難を呈した猫の 1 例 町田　誠一郎（四国動物医療センター）

・乳腺腫瘤部に認められた浅鼠径リンパ節を原発とする B-cell  high  grade
　タイプの犬のリンパ腫 2 例 宇野  健治（うの動物病院）
・ミニチュア・ダックスフンドにおける直腸腫瘤病変の病態に関する調査 湯木　正史（湯木どうぶつ病院）

・犬の心臓内異所性甲状腺腫の 1 例 周藤　行則（東京大学）

・4 年半以上にわたり良好な QOL が得られた遠隔転移を伴う肛門嚢腺癌の犬の 1 例 鈴木　秋津（麻布大学）
・レスベラトロール含有サプリメントを使用した担癌動物および慢性疾患動物の QOL 島崎　博美（表参道ペットクリニック）
・FDG PET/CT がん検診にて発見された多発性骨髄腫の犬の 1 例 坂大　智洋（日本動物高度医療センター）

・肝臓・小腸の重複癌に対し積極的外科治療で QOL の改善がみられた犬の1 例 人見　隆彦（麻布大学）
・骨盤に発生した骨肉腫に対して腸骨中央部から尾側の部分的骨盤片側切除

　を行った犬の 1 例 齋藤　秀行（松原動物病院）

・直腸腺癌の犬に 2 度の直腸粘膜引き抜き術を行い術後狭窄に対して

　バルーン拡張術を実施した 1 例 齋藤　秀行（松原動物病院）

・ビスフォスフォネート製剤投与により QOL の改善が得られた口腔内

　扁平上皮癌の猫の 1 例 市橋　弘章（フジタ動物病院）

・前立腺癌の犬の 1 例 瀬戸林　政宜（アイビー動物クリニック）

・罹患腎摘出後抗血管新生治療およびインターフェロンγの投与を実施

　した進行性腎細胞癌（T2N1M1c）の犬の 1 例 髙智　正輝（松原動物病院）

・鼻腔内腫瘍による難治性鼻出血に対して、経動脈的化学塞栓療法を実施した犬の 1 例 井上　理人（松原動物病院）

・腰背部に発生した巨細胞性線維肉腫の猫の 1 例 冨永　牧子（日本動物高度医療センター）

・犬の片側甲状腺腫瘍に対し、外科的切除及び化学療法を行った 1 例 執行　康弘（光が丘動物病院グループ）

・リンパ腫の猫の 1 例 新山　知美（林屋動物診療室　多摩）

・放射線治療により 1 年 6 カ月間の完全消失が得られている胸腺腫の犬の 1 例 小林　弘寿（麻布大学）
・犬の前立腺腫瘍 10 例に対する緩和的放射線治療の効果の検討 加藤　憲一（麻布大学）

・猫の節外型鼻腔内リンパ腫に掻爬と放射線治療を行い 1 年以上の

　寛解が得られた 1 例 服部　麻央（麻布大学）

・肺転移を疑う犬の血管周皮腫の 1 例 福田　知記（麻布大学）

・猫の肝細胞癌に対し外科的切除にて良好な経過を得た 1 例 溝口　やよい（麻布大学）

・外科的切除困難な腫瘤型肝細胞癌に対して肝動注化学療法を試みた犬の 3 例 志津田　陽平（東京農工大学）
・原発性高アルドステロン症を伴う副腎腫瘍に対して外科的切除を行った猫の1 例 片山　龍三（東京農工大学）
・乳腺腫瘍（骨外性骨肉腫）と気管支肺胞腺腫を併発した犬の 1 例 望月　里美（麻布大学）

・外科的切除を行った猫の胸腺腫の 3 例 青木　ひろみ（日本大学）

・カルボプラチンに抵抗性を示した中皮腫に対しパクリタキセルの胸腔内

　投与により治療した犬の 1 例 西村　力也（日本大学）

・ロムスチン投与後、腹腔内出血により斃死した前縦隔型リンパ腫の犬 1 例 苗村　智水（ダクタリ動物病院関西医療センター）
・皮膚、リンパ節、肺に発生した未分化悪性腫瘍の若齢犬の 1 例 上垣内　俊輔（麻布大学）

・犬の肝臓腫瘤における細針吸引生検の有用性と限界 米富　大祐（ロッキー 動物病院）
・治療に苦慮した多発性皮膚肥満細胞腫の犬の 1 例 長井　崇典（ファーブル動物医療センター）

・患肢温存での摘出を行った犬皮膚血管周皮腫の 2 例 西戸　達郎（ファーブル動物医療センター）

・B 細胞性中～高分化型リンパ腫の犬の 1 例 長谷　晃輔（おざわ動物病院）

・小腸部分切除と化学療法により長期生存が得られた消化管に発生した

　大顆粒リンパ球性リンパ腫の猫の 1 例 小野　高宏（まつかわ動物病院）

・犬の低分化型 B リンパ腫に対し、抗癌剤サリドマイド、ステロイド、

　インタードッグ、インターキャットを月 1 回同時投薬することにより、

　長期寛解が得られた 2 症例 東條　雅彦（長居動物病院）

・骨盤腔内に発生した平滑筋腫によって排便困難を生じた犬の 1 例 杉田　圭輔（（公財）動物臨床医学研究所）

・膀胱移行上皮癌に対し放射線治療で腫瘍縮小を認め化学療法を併用した犬の 1 例 吉田　浩子（麻布大学）

・腹腔内出血がみられた副腎腫瘍の犬の 1 例 田端　克俊（山陽動物医療センター）

・瞬膜腺腺癌の犬の 1 例 市川　直紀（田口動物病院）

・尿管移植を行った縫合糸反応性肉芽腫の犬の 1 例 井上　春奈（（公財）動物臨床医学研究所）

・髄様癌を併発した原発性上皮小体機能亢進症の犬の 1 例 植野　孝志（山陽動物医療センター）

・リンパ節転移を起こした皮膚組織球腫の犬の 1 例 森下　啓太郎（山陽動物医療センター）
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・胸腹腔内播種が認められた卵巣腺癌の犬の外科的治験例　 赤木　洋祐（舞鶴動物医療センター）

・放射線療法を実施した先端巨大症の猫の 1 例 菅井　匡人（日本動物高度医療センター）

・多発性骨髄腫の犬の 1 例 藤原　あずさ（（公財）動物臨床医学研究所）

循環器
・右心房と右心室に Spontaneous echocardiographic contrast が認められた

　三尖弁異形成の猫の 1 例 華園　究（酪農学園大学）

・Inflow occlusion による開心術を実施した犬の三心房心の 1 治験例 星　克一郎（見附動物病院）

・犬の極型ファローの 1 例 吉行　里依子（東京農工大学）

・犬の腹部大静脈シャントにコイル塞栓術を行った 1 例 中田　マリ（東京農工大学）

・経過観察中に左室流出路圧較差の劇的な改善を認めた犬の 1 例 柴崎　哲（関西動物ハートセンター）

・心室中隔欠損症に右室流出路狭窄を合併した猫の 1 例 柴崎　美佳（関西動物ハートセンター）

・体外循環下で肺動脈狭窄を整復し術後膵炎を合併した犬の 1 例 菅野　信之（宮崎大学）

・心室中隔欠損直視下閉鎖術 3 症例の執刀経験から得られた問題点・改善点・注意点 三原　吉平（茶屋ヶ坂動物病院）

・右室内に形成された腫瘤により失神を繰り返していた症例に対し、開心術を行った 1 例 川瀬　広大（茶屋ヶ坂動物病院）

・動脈管開存症手術後に巨大食道症を起こした 1 例 川瀬　広大（茶屋ヶ坂動物病院）

・左側左房切開僧帽弁形成術での体外循環カニュレーションに関する検討 三原　吉平（茶屋ヶ坂動物病院）

・三尖弁置換術を試みた Ebstein 奇形犬の 1 例 横山　聡子（茶屋ヶ坂動物病院）

・左心房に原発した軟骨肉腫の犬の 1 例 唐鎌　周平（東京農工大学）

・発作性高度房室ブロックを示した僧帽弁閉鎖不全症罹患犬 1 例の心臓刺激伝導系病変 中村　晴香（東京農工大学）

・ペースメーカー植え込みを実施した洞不全症候群の犬の 2 例 平川　篤（ペットクリニックハレルヤ）

・心臓発作（心室性頻拍）で失神していた超重度肺動脈狭窄犬の手術例 金本　勇（茶屋ヶ坂動物病院）

・肺高血圧を併発した静脈洞型心房中隔欠損症を矯正した極小犬の 1 例 金本　勇（茶屋ヶ坂動物病院）

・ミニチュアダックスフントでみられた左室収縮機能不全の 1 例 松本　英樹（まつもと動物病院）

・肺水腫を惹起した僧帽弁閉鎖不全症犬における内科療法と予後 才田　祐人（（公財）動物臨床医学研究所）

・犬の死亡原因における循環器疾患の回顧的研究 和田　優子（（公財）動物臨床医学研究所）

・欠損孔の自然閉鎖が認められた心室中隔欠損症の犬の 1 例 和田　優子（（公財）動物臨床医学研究所）

・心膜切除術を実施した心血管肉腫の犬の 1 例 羽迫　広人（シラナガ動物病院）

消化器
・犬の肝膿瘍の 2 例 梅原　庸平（Pet Clinic アニホス）
・生前に肝アミロイドーシスと診断された猫の 2 例 佐藤　雅美（フジタ動物病院）

・ミニチュアダックスフントに発生した直腸炎症性ポリープの 4 例 藤野　浩子（フジタ動物病院）

・内視鏡検査により診断した消化器型リンパ腫の犬の 1 例 石川　朗（亀戸動物病院）

・直腸穿孔がみられた犬の会陰ヘルニアの 1 例 水沼　祐子（おさむら動物病院）

・慢性活動性肝炎を発症した犬の 1 例 山田　茂子（林屋動物診療室　総合医療センター）

・巨大結腸症から重度の直腸脱を発症した高齢猫の経過報告 島崎　博美（表参道ペットクリニック）

・バルーン拡張術により治療した食道狭窄の猫の 1 例 遠藤　隼人（日本動物高度医療センター）

・化膿性肉芽腫の腹腔内臓器の巻き込みを認めたミニチュアダックスフンドの 1 例 古田　博也（あづペットクリニック）

・細菌性胆嚢炎により黄疸を呈した犬に対し腹腔鏡下胆管洗浄と胆嚢摘出

　を行い良好な経過を得た 1 例 金井　浩雄（かない動物病院）

・大腸炎症性ポリープの治療経過中に大腸腺腫を発生したミニチュアダックスフンドの1 例 大参　亜紀（東京大学）

・十二指腸潰瘍により消化管出血および消化管閉塞を呈した犬の 1 例 山崎　寛文（日本動物高度医療センター）

・食餌療法が著効であったリンパ管拡張症の犬の 2 例 杉田　明子（ユウ動物病院）

・短腸症候群を内科療法によって良好に維持している 2 例 岩崎　智明（ユウ動物病院）

・尿管結石を併発した犬の先天性門脈体循環シャントの 3 例 小出　和欣（小出動物病院）

・慢性胆管肝炎治療経過中に肝細胞癌を発症した犬の 1 例 浅枝　英希（小出動物病院）

・先天性門脈体循環短絡症術後に腸捻転を発症した犬の 1 例 浅枝　英希（小出動物病院）

・犬と猫の経皮内視鏡的胃瘻造設術（PEG）の臨床的検討 福永　恵太（日本大学）

・大腸の炎症性ポリープに対して内視鏡的ポリープ切除術（ポリペクトミー）および

　アルゴンプラズマ凝固（APC）を実施したミニチュアダックスフントの1 例 作佐部　隆（安房中央動物病院）

・リン酸オセルタミビルで治療したパルボウイルス性腸炎の犬の 15 例 大東　勇介（おおひがし動物病院）

・口蓋キャップを適用した口蓋欠損の犬の 1 例 大野　晃治（（公財）動物臨床医学研究所）

神経
・片側椎弓切除術に再発予防として併用した PLDD の短期成績 戸次　辰郎（ネオ・ベッツVRセンター）
・第四脳室に腫瘤を認めた犬の 1 例 長井　新（アイビー動物クリニック）
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・頸椎硬膜内腫瘍摘出術に対しラッププロテクターを用いた小切開片側

　椎弓切除を実施した犬の 1 例 飯藤　智彦（動物メディカル整形外科病院）

・てんかん発作のみを呈する脳髄膜腫の犬 2 例に対して摘出手術を行った術後の検討 井尻　篤木（アツキ動物医療センター）
・胸腰部に発生した神経鞘腫に対して外科手術を行った犬 2 例 坪居　穏佳（アツキ動物医療センター）

・小型犬に対してフュージョンスペーサーの使用に関する検討 吉木　健（アツキ動物医療センター）

・胸腰部椎間板ヘルニアに対する予防的 PLDD の有用性 金井　浩雄（かない動物病院）

・重症筋無力症治療に一時的に反応した巨大食道症の犬の 1 例　 本山　祥子（シラナガ動物病院）

腎泌尿器
・近位尿道断裂修復に会陰部尿道瘻形成術を併用し改善した猫の 1 症例 矢田　新平（矢田獣医科病院）

・尿細管間質性腎炎を認めた若齢猫の 1 例 中西　淳（なかにし動物病院）

・膀胱タンポナーデの猫の 2 症例 青木　由徳（北海道大学）

・半導体レーザーを用いて膀胱内ポリープの切除を行った 1 例 杉田　明子（ユウ動物病院）

・尿管切開術の術後管理に腎瘻チューブを用いた犬の 1 例 飯田　敏弘（岩手大学）

・慢性腎不全猫における内科療法と予後 才田　祐人（（公財）動物臨床医学研究所）

・嘔吐を主訴に来院した水腎症の犬の 1 例 丹野　翔伍（（公財）動物臨床医学研究所）

生殖器・繁殖
・一般病院における Brucella canis 感染の疫学調査 射場　満（新庄動物病院）

・外科的切除を行った前立腺周囲嚢胞の犬の 2 例 中田　文恵（ダクタリ動物病院　京都病院）

・膣ポリープの犬の 1 例 杉田　圭輔（（公財）動物臨床医学研究所）

内分泌・外分泌
・PTH、PTH-rp が共に高値を示した高 Ca 血症の犬の 1 例 衛藤　展功（白石動物病院）

・クッシング症候群の犬における動物用 FT4 測定による甲状腺機能の評価 森　昭博（日本獣医生命科学大学）

・犬の原発性副甲状腺機能亢進症の 1 手術例 山部　剛司（おさむら動物病院）

・原発性高アルドステロン症と高プロゲステロン症を併発した猫の 1 例 加山　英（山田動物病院）

・トリロスタンを用いて治療した下垂体性副腎皮質機能亢進症の猫 1 例 輪田　真理（谷動物病院）

・高脂血症の治療にフェノフィブラート系薬剤を使用した猫の 1 例 添田　健作（隼人どうぶつ病院）

・猫の肝リピドーシスの 1 例 串間　清隆（晴峰動物病院）

・活性型ビタミン D3 外用薬（マキサカルシトール軟膏）常用患者の飼育犬

　に認められた高カルシウム血症 遠山　伸夫（北海道大学）

・ミトタンで治療後アジゾン病となった副腎皮質機能亢進症の犬の 1 例 福井　健太（サンペットクリニック）

・クッシング症候群の犬の 1 例 水谷　雄一郎（（公財）動物臨床医学研究所）

・上皮小体機能低下症の犬の 1 例 宮嵜　大樹（（公財）動物臨床医学研究所）

・脱毛を呈した副腎皮質機能低下症の犬の 1 例 野中　雄一（（公財）動物臨床医学研究所）

皮膚
・多発性表皮母斑が疑われたビーグルの 1 症例 佐久間　暢人（鹿児島大学）

・重度の皮膚石灰化を伴う副腎機能亢進症の 1 例 小渡　祥之（石切動物病院）

・動物保護施設から譲渡を受けた際に毛包虫症が認められ、その治療過程

　において薬剤の添加剤に含有される牛肉に対するアレルギーに起因する

　と思われる皮膚炎症状を呈した犬の 1 例 新山　知美（林屋動物診療室　多摩）

・再発性膿皮症を併発した甲状腺機能低下症の犬の 1 例 中村　有加里（林屋動物診療室）

・診断に苦慮した全身性クリプトコッカス症の犬の 1 例 別府　雅彦（マーブル動物医療センター）

・猫慢性皮膚潰瘍との闘い 柴田　恵美子（中郷どうぶつ病院）

・国内で入手できる動物用薬用シャンプーの Staphylococcus intermedius、
　Pseudomonas 及び Malassezia に対する有効性の評価 小久保　貴史（アテナ動物病院）

・皮膚組織球症のゴールデン・レトリーバーの 1 例 大前　亜希子（いせき動物病院）

・重度な掻痒を伴ったヒストプラズマ症の猫の 1 例 小笠原　淳子（（公財）動物臨床医学研究所）

・シクロスポリンが有効であった猫アレルギー性皮膚炎の 2 例 安川　邦美（山陽動物医療センター）

・外用ステロイド軟膏剤が有効であった慢性創傷の猫の 1 例 横山　望（（公財）動物臨床医学研究所）

エキゾチックペット
・フクロモモンガの自咬症の 1 例 中西　比呂子（ゆず動物病院）

・ウサギの腹腔内膿瘍の 2 例 高久　ゆうき（斉藤動物病院）

・ウサギの大腿骨遠位骨端粉砕骨折の 1 例 井野　寛之（にいはま動物病院）
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・フェレットの副腎腫瘍 33 例の臨床分析 石田　幸代（ふく動物病院）

・ウサギの膀胱捻転の 1 例 傳田　有希（北須磨動物病院）

・ウサギの肝葉捻転の 3 例 濱北　英明（北須磨動物病院）

・ウサギの骨外性骨肉腫の 1 例 田上　由佳里（北須磨動物病院）

・ウサギの子宮疾患の 135 症例に関する検討 瀬戸　絵衣子（北須磨動物病院）

・ウサギの外部寄生虫に対するセラメクチンを有効成分とする滴下投与用液剤の駆除効果 深瀬　徹（林屋生命科学研究所）

・酢酸リュープロレリン徐放製剤（リュープリン）を用い長期間発情抑制

　を行っているセキセイインコの 1 例 野中　雄一（（公財）動物臨床医学研究所）

・膀胱欠損と尿管転移を認めた子宮発生異常のウサギの 1 例 横山　望（（公財）動物臨床医学研究所）

眼科
・猫の先天性角膜混濁の 1 例 山下　貴史（やました動物病院）

・前房シャント手術を行った緑内障の猫の 1 例 川上　亮（リバティ神戸動物病院）

理学療法
・変性性脊髄症遺伝子陽性犬に椎間板ヘルニアが発症した犬の 1 例 平林　弘行（さくら動物病院）

・椎間板ヘルニアの術後体重免荷起立歩行装置使用によるリハビリ効果について 岩松　正一（千里桃山台動物病院）

歯科
・犬と猫のデンタルケアに関する調査と歯垢の新しい検出法 大成　衷子（アミカペットクリニック）

・歯科領域における CT 検査の有用性の検討 山城　徳之（南千里動物病院）

耳鼻咽喉科
・猫インターフェロンの局所注入により治療した耳血腫の犬の 3 例 塚田　悠貴（（公財）動物臨床医学研究所）

・鼻咽頭ポリープの猫の 1 例 井上　春奈（（公財）動物臨床医学研究所）

・犬の外耳炎に対するイヤークリーナーの有効性 小笠原　淳子（（公財）動物臨床医学研究所）

その他
・ハチ刺傷により播種性血管内凝固症候群を発現した猫の 1 例 辻本　直人（林屋動物診療室 /洛西）
・動物病院におけるカウンセラーの役割～事例から 中森　あづさ（日本小動物医療センター）

・高齢猫 124 例の健康診断についての検討 谷　修一（もみの木動物病院）

・貧血の病態の新しい指標としての網赤血球ヘモグロビン等量　－犬における解析の試み－ 深瀬　徹（林屋生命科学研究所）

・動物用自動血球計数装置 Microsemi LC-662 による犬および猫の血液学的検査の信頼性 横田　和彰（林屋動物診療室 /洛西）
・当院における過去 3 年間の細菌培養検査および薬剤感受性検査 大野　晃治（（公財）動物臨床医学研究所）

・原因不明の中毒の 2 例 水谷　雄一郎（（公財）動物臨床医学研究所）

・交通事故の犬の 20 例 宮嵜　大樹（（公財）動物臨床医学研究所）

・スルメ接種後にクレアチニンの上昇が認められた猫の 2 例 丹野　翔伍（（公財）動物臨床医学研究所）

・犬の肝造影 CT における test bolus injection 法の有用性と撮影タイミングの検討 三好　健二郎（酪農学園大学）

・AST 及び ALT 上昇症例における動物用サプリメント（ヘパアクト）の臨床検討 古田　博也（あづペットクリニック）

・ジゴキシン中毒の犬の 1 例 佐川　涼子（（公財）動物臨床医学研究所）

 ポスターセッション 11月19日㈯・20日㈰（順不同）
＊タイトルは変更となる場合
　がありますご了承下さい。

・イヌの癌マーカー検査の取り組み 岡野　文義（東レ㈱　先端融合研究所）

・犬猫における気管支鏡検査－気道内治療Ⅲ 城下　幸仁（相模が丘動物病院）

・病理検査で高分化型と診断された皮膚肥満細胞腫で c-kit 遺伝子変更が確認された猫の1 例 尾崎　正和（住化テクノサービス㈱）
・競走馬に発症した跛行で比較的珍しい骨疾患の 2 症例 堀内　正樹（天栄ホースパーク）

・イヌ認知症治療を目的としたドネペジル塩酸塩の経皮吸収型液剤の

　有用性評価～イヌ血漿中薬物動態からの考察～ 生田目　温子（千葉科学大学）

・当院における入院患者に対する看護の取り組み 髙木　真理（ムコ動物病院）

・病院に対する飼い主の意識調査　～ 2001 年実施アンケート調査との比較～ 今島　理恵（倉吉市動物医療センター・山根動物病院）

・パピーパーティー（当院で最近取り組んでいること） 竹内　智子（倉吉市動物医療センター・山根動物病院）

・高齢犬の生活環境および痴呆症に対するアンケート調査 入江　美由紀（米子動物医療センター）

・伝えてあげたいタッチケア 雨宮　央（東京コミュニケーションアート専門学校）

・手洗い前後における細菌数の増減 齋藤　江未（岡山理科大専門学校）

・犬におけるホリスティックマッサージの効果 小見山　夏穂（岡山理科大専門学校）
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・シャンプーの違いによる　細菌抑制効果 柿本　つゆみ（岡山理科大専門学校）

・消毒液の違いと使用濃度による細菌抑制効果 徳山　亜希子（岡山理科大専門学校）

・犬散歩時の遭遇有害物 高田　悠一（岡山理科大専門学校）

・犬保定時におけるストレス負荷 佐藤　梓美（岡山理科大専門学校）

・犬口中細菌による飲み水の汚染 藤井　郁美（岡山理科大専門学校）

・4 種類のプードルの改良とその問題点について 福島　弘恵（岡山理科大専門学校）

・家庭で行えるウサギのアジリティー 矢野　昌秀（広島アニマルケア専門学校）

・動物愛護センターの譲渡犬に対するしつけによる学習の考察 折口　元気（広島アニマルケア専門学校）

・犬に負担がなく円滑に診察を行える保定法の研究 木村　朱希（広島アニマルケア専門学校）

・肢関節形成不全におけるマッサージの提唱 前川　和宏（広島アニマルケア専門学校）

・猫の毛球症に対する飼い主の意識調査 峯崎　湖子（広島アニマルケア専門学校）

・手洗い時間における汚れの落ち具合の検討 河野　古幸（広島アニマルケア専門学校）

・家庭犬の飲み水の汚染状況 中原　翔太（学校法人　穴吹学園　穴吹動物専門学校）

・定期的な耳掃除の効果 井手野　亜美（学校法人　穴吹学園　穴吹動物専門学校）

・動物リハビリテーション時の日常生活動作（ADL）評価する際の機能的

　自立度評価表（FIM) 作製の試み 今井　泉（大阪ペピイ動物看護専門学校）

・ペットの防災対策①　犬と猫のために　～東日本大震災の現状を知って考えました～ 井上　亜矢（大阪コミュニケーションアート専門学校）
・ペットの防災対策②　エキゾチックアニマルのために

　～東日本大震災の現状を知って考えました～ 小原　美沙（大阪コミュニケーションアート専門学校）

・ペットの防災対策③　愛犬の ID としての狂犬病鑑札・済票とは

　～東日本大震災の現状を知って考えました～ 松田　華織（大阪コミュニケーションアート専門学校）

・ペットの防災対策④　避難所におけるペットに関する不快事項を考える

　～東日本大震災の現状を知って考えました～ 谷村　靖史（大阪コミュニケーションアート専門学校）

・渡航感染症（特に狂犬病）に関する現状意識調査

　～関西空港から海外に渡航される方に聞きました～ 濱崎　友里（大阪コミュニケーションアート専門学校）

 スタッフ口頭発表 11月19日㈯・20日㈰ （順不同）
＊タイトルは変更となる場合
　がありますご了承下さい。

・好発する神経疾患、整形外科疾患のリハビリテーションプログラム

　～犬種別、年齢別、性別の傾向を元に～ 佐藤　実佳（Pet Clinic アニホス）
・当院でのシニア教室実施の報告と検討 岩井　はつみ（もみの木動物病院）

・最期を看取る　　－家族を支える動物医療－ 小西　祐美（中郷どうぶつ病院）

・オーラルケアにおける動物看護師の重要性 三浦　紫陽子（フジタ動物病院）

・動物看護師におけるポートフォリオの活用 加藤　麻友香（ファーブル動物医療センター）

・子犬・子猫の動物病院への馴化促進システム「ファントレーニング」の取り組みについて 柳　麻美（ACプラザ苅谷動物病院　市川橋病院）
・病院に対する飼い主の意識調査　～ 2001 年実施アンケート調査との比較～ 今島　理恵（倉吉市動物医療センター・山根動物病院）

・伝えていく命 - 心を育てる動物介在教育 - 野邑　仁美　（中郷どうぶつ病院）

・大型犬の 600 日にわたる介護記録

　－ 50㎏のアラスカン・マラミュートが突然立てなくなったら－ 中澤　絵里香（石切動物病院）

・高齢犬の生活環境および痴呆症に対するアンケート調査 入江　美由紀（米子動物医療センター）

・動物と被災についての院内セミナー実施報告

　～その時のために、備えを考え憂いを減らしましょう～ 中口　亜由美（石丸動物病院）

・「もしも、私の病院だったら」…伴侶動物、ご家族、病院スタッフの

　ためのホスピタリティーを考える… 信岡　尚子（（学）シモゾノ学園　国際動物専門学校）

・「動物理学療法」…犬のリハビリテーションに必要な定量的評価方法を検証しよう 中澤　聖子（（学）シモゾノ学園　国際動物専門学校）

・耳の洗浄液の違いによる洗浄効果 尾崎　友香（岡山理科大専門学校）

・日本の動物愛護センターの当面する課題 井上　愛実（岡山理科大専門学校）

・動物の温泉入浴による生理活性値の変動 畑中　未奈（岡山理科大専門学校）

・家庭で行えるウサギのアジリティー 矢野　昌秀（広島アニマルケア専門学校）

・動物愛護センターの譲渡犬に対するしつけによる学習の考察 折口　元気（広島アニマルケア専門学校）

・犬に負担がなく円滑に診察を行える保定法の研究 木村　朱希（広島アニマルケア専門学校）

・エバンスブルーによるラットの皮膚と消化管からの化粧水，飲料水の取り込みの検討 吉田　春香（福岡動物病院看護士学院）

・ボロンとポリアクリル酸塩の混合液による肛門周囲腺分泌物の脱臭 富永　なつみ（福岡動物病院看護士学院）

・エバンスブルーによるマウスの皮膚と消化管からの化粧水，飲料水の取り込みの検討 本村　明子（福岡動物病院看護士学院）

・動物介在禁煙推進活動・2011 年　～活動普及のための取り組み～ 濱崎　友里（大阪コミュニケーションアート専門学校）

・渡航感染症（特に狂犬病）に関する現状意識調査

　～関西空港から海外に渡航される方に聞きました～ 高良　美樹（大阪コミュニケーションアート専門学校）



その他

交通のご案内

参加登録の方法

◇関西国際空港から
 ・JR「大阪駅」まで約55分
 ・南海電鉄「難波駅」まで約30分
 ・空港リムジンバスで「大阪駅」
　まで約60分

◆会場へのアクセス
＜電車＞ 
・ 京阪電車中之島線「中之島（大阪国際会議場）駅」（2番出
口）すぐ
・JR大阪環状線「福島駅」から徒歩約10分
・ JR東西線「新福島駅」（3番出口）から徒歩約10分
・ 阪神本線「福島駅」（3番出口）から徒歩約10分
・ 大阪市営地下鉄「阿波座駅」（中央線1号出口・千日前線9
号出口）から徒歩約10分

＜バス＞
・ JR「大阪駅」駅前バスターミナルから、大阪市営バス（53
系統 船津橋行）または（55系統 鶴町四行）で約15分「堂
島大橋」バス停下車すぐ
・ シャトルバスが、「リーガロイヤルホテル」（会場前東
隣）とJR「大阪駅」桜橋口の間で運行されており、ご利
用頂けます（但し定員28名）

・ 中之島ループバス「ふらら」で地下鉄・京阪「淀屋橋駅」
（4番出口・住友ビル前）から約15分
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至  広島
To Hiroshima

JR山陽新幹線
JR Sanyo Shinkansen

新神戸
JR Shin-Kobe 新大阪

JR Shin-Osaka

関西国際空港
Kansai International Airport

至  東京
To Tokyo

京都
JR Kyoto

JR東海道新幹線
JR Tokaido Shinkansen

JR Osaka
大阪

大阪国際空港（伊丹）
Osaka International Airport

事前登録 当日登録 プロシーディング （テキスト）
会 員 10,000 15,000 当日配布 （個人A, B,　団体会員のみ）
会員の家族及び勤務獣医師 12,000 20,000 配布なし （当日受付にて販売しております）
非 会 員 17,000 25,000 配布なし （当日受付にて販売しております）
非　 会　 員 （20日 ㈰ の み ） －    15,000 配布なし （当日受付にて販売しております）
学生（社会人大学院生及び社会人研究生は含みません）  3,000  3,000 配布なし （当日受付にて販売しております）
産 業 動 物 獣 医 師 10,000 12,000 産業動物用テキスト当日配布
スタッフ（VT）（19日㈯,20日㈰） 12,000 13,000 スタッフセミナー用テキスト当日配布
スタッフ（VT）（19日㈯のみ）  7,000  8,000 スタッフセミナー用テキスト当日配布
スタッフ（VT）（20日㈰のみ）  7,000  8,000 スタッフセミナー用テキスト当日配布
イ ブ ニ ン グ セ ミ ナ ー

18日㈮19:00 ～ 21:45
事前登録及び当日登録されていれば入場可能です。
イブニングセミナー（18日㈮） のみ聴講希望の場合は、参加費2,000円で当日受け付けます。

懇親会　　19日㈯19:00 ～ 21:00 参加費5,000円　 リーガロイヤルホテルにて

●19日㈯の終了後、懇親会を開催（会場：リーガロイヤルホテル）　・ACRF Award 授与式
　同伴の奥様、スタッフの方々も是非ご参加下さい。（参加費  5,000円）
●19日㈯、20日㈰、展示会場（3F・5F）にて薬品、医療器具、ペット関係、書籍等の展示があります。
●美術ギャラリー（5F）にて、会員の先生方の趣味の作品を展示します。
●1才以上就学前のお子さんの保育します（若干名）。ご希望の方は事務局までご連絡下さい。（受付締切り11月1日㈫）

◇大阪国際空港（伊丹）から
 ・空港リムジンバスで「大阪駅」まで約30分

◇新幹線（新大阪駅）から
 ・JR在来線で「大阪駅」まで約5分

●同封の振替用紙（青色用紙）で必要事項を記入の上お振込み下さい。
●ウェブサイトでも事前登録を受け付けております。（但し、クレジットカード決済のみ）
　詳しくは  https://apollon.nta.co.jp/dourinken32
　又は  http://www.dourinken.com/  をご覧下さい。
●事前参加登録締切日は11月7日㈪必着厳守でお願いします。
●ランチョンセミナー、モーニングセミナー参加ご希望の場合は、
　事前登録の際に併せてお申込み下さい。先着順にて受付けます。
　（ウェブサイト、郵便振込のいづれの方法でもお申込み可能です。）
●発表者、講演者の方もすべて事前登録の手続きをお願い致します。
●事前参加登録をされた場合、登録料金の返金は致しかねます。
●会員入会希望の方は同封の振替用紙（赤色用紙）で年次大会までに
　（11月7日㈪必着）事務局までお申し込み下さい。

参
加
登
録
料

●お問い合わせ先
公益財団法人動物臨床医学研究所 内 
動物臨床医学会年次大会事務局
〒 682-0025  鳥取県倉吉市八屋 214-10
TEL 0858-26-0851　FAX 0858-26-2158
E-mail  dorinken@apionet.or.jp　
URL  http://www.dourinken.com/


